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ハイ・インパクト・プレゼンテーション・コースのQ&A

コースはどのような構成になっていますか？

このコースは、2名のインストラクターによる2日間の集中コースです。2日間で
計7回のプレゼンテーションをビデオに撮り、映像を観ながらパーソナルコーチ
ングを受けることでより高いレベルのスキルを身につけることができます。

クラスはどのような形式で進められるのですか？

このコースでは指導に重点を置いており、それが成功の秘訣です。プレゼンテー
ションのトレーニングコースは数多くありますが、このコースのような指導が受
けられるものは、ほかにありません。受講者全員が前に出て、プレゼンテーショ
ンの練習をします。その様子はビデオに録画され、その場でトレーナーから指導
を受けます。こうすることでその場で自身のプレゼンテーションの仕方を変えて
いくことができます。

プレゼンテーション終了後、他の受講者から感想を聞きます。デール・カーネギ
ーでは批判はしません。うまくできたことをもっと良くするにはどうすればよい
かに重点を置いてプラス面を強調します。こうすることで、安心して新しいことを
試したり、チャレンジすることができます。

その後、レビュールームに移り、もう一人のトレーナーと一緒にビデオを見ま
す。指導前と指導後の違いは一目瞭然です。ご自分の癖や見た目の印象、改善
が必要な分野に気づくはずです。トラッキング・シートにそれぞれのプレゼンテ
ーションについてメモを取り、メモに取ったポイントを次のプレゼンテーション
に活かします。

トレーナーはどんな人ですか？

デール・カーネギー・トレーニングには40名のトレーナーがいます。基本的に1
クラスを1名で行いますが、このコースのように2名のトレーナーで行われること
もあります。どのトレーナーも共通の優れた長所を持っています。

1. 彼らは皆フレンドリーで支援を惜しまず、忍耐強く、受講者にキャリアの直
接の助けとなるブレイクスルーをこのコースで見出してもらえるように熱心
に取り組みます。

2. このコースのトレーナーとして認定されるために最低250時間のトレー
ナー養成コースを修了しています。

3. それのみでなく、常に高いトレーニング・スキルを維持するため、毎年資格
の再認定を受けることが義務付けられています。

4. デール・カーネギー・トレーニングのトレーナー養成プロセスは、グローバ
ル・トレーニング・プロバイダーの中で唯一、ISO9001認証を取得してい
ます。

5. トレーニング終了後、トレーナーは受講者からのフィードバックの一部と
してVoice	 Of	 The	 Customer（受講者の声）スコアで評価されます。これ
によって、日本と世界の両方でトレーナーを比較でき、トレーニングの品
質は最高水準に維持されます。

6. トレーナーは、定期的に訪れるマスター・トレーナーの指導による特別な
トレーニングに参加し、デール・カーネギー・トレーニングの厳しいプロフェッ
ショナルな基準を満たし、高いトレーニング・スキルの維持に励んでいま
す。

7. トレーナーは全員、確かなビジネス・バックグラウンドを持っているので、実
社会での経験も豊富です。受講者が直面している問題をすぐに理解し、ト
レ ーナー自身の考えという付加価値も提供します。

コースはどのような内容になっていますか？

いつでも、どこでも、テーマにかかわらず様々な聴衆の前で話すことができるよ
うになる内容です。

どうしたらプロフェッショナルなプレゼンテーションを行えるか、そのための計
画と組立方法を学びます。第一印象とプレゼンテーションの終わり方を偶然に
任せることは禁物です。両方のコツを学びます。

自分の考えと資料を効果的に組み立て、証拠と知覚的資料を使って信頼度を
高めることで、ひときわ目立つ存在を目指します。

プレゼンテーションを通じて良い印象を与え続けることが必要です。印象の良
い立ち居振る舞い方を学び、声とボディランゲージを使って説得力のある方法
で自分の主張を伝える方法を学びます。話し始めから聴衆とラポール（信頼関
係）を築き、時には反対意見を持つ聴衆を味方につけるための大切なスキルを
身につけましょう。

自信が肝心です。プレゼンテーションを行う時は、自然体でリラックスして行う
ことが大切です。動悸や汗、喉の渇きにさよならです。自信を持ってコミュニケー
ションを取る方法を学びましょう。プレゼンターとしての柔軟性とおもしろみを
出すことも必要です。自分とプレゼンテーションの問題点ばかり気にしないで、
聴衆と自分の誇れる部分に注目し、自分自身を有能で信頼できる人間だと信じ
る自信をつけます。



2 High Impact Presentations Course Q&A

自分のアイデアを明確に力強く伝えます。明瞭、簡潔な話し方を練習します。書いた

文章を棒読みせず、話に説得力を持たせます。

あなたの意見、アイデア、おすすめを売り込み、相手に刺激を与えます。 質疑応答を

恐れるのはやめにして、自分のアイデアとプロフェッショナルな姿勢を披露する場にしま

す。意地悪な質問にうまく対応することができれば、全員が納得します。聴いている人達

は、難しい質問に答えるのが難しいことを分かっているからです。これができれば、ひときわ目

立つ存在になれるはずです。

• 定評ある12の前置きのテクニックですぐさま聴衆の懐に入って心をつかめ
ば、緊張もほぐれます。

• 8通りのプレゼンテーションの締めくくり方を使えば、聴衆はあなたとあなた
のアイデアについて好ましい印象を持ち続け、評判とキャリアが高まります。

• 質疑応答をリードし、どんな質問もプロらしく処理し、どんなに意地悪な質
問でも見事に対応できれば、集団を前に話すときの自信につながります。

• フォローアップセッションがコースに組み込まれているので、学んだことを
しっかり身につけてレベルアップできます。

次をカバーした３１ページの参考書	をお渡しします。　

• 発表者の紹介、発表者に感謝を述べる

• プレゼンテーション計画シート

• ヴィジュアル作成のコツ

• ヴィジュアル伝達のコツ

• プレゼンテーションをサポートするツール：選択肢とコツ

• プレゼンテーションをサポートするツール：利点と欠点

• 配布資料を用いたプレゼンテーション

• インタビュー

• 席に座ったままプレゼンテーションを行う

• プレゼンテーション計画テンプレート

• 部屋のセッティング 
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コースの概要
モジュール1　
ポジティブな第一印象を与える

モジュール2　
説得力・信憑性を高める

モジュール3　
複雑な情報を伝える

モジュール4　
より強いインパクトでコミュニケーションをとる

モジュール5　
他者に行動を促す

モジュール6　
プレッシャーのかかる場面での対応

モジュール7　
聞き手に変化を促す
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テキストは配布されますか？

はい。テキストは最初のクラスで配布します。実際に手にしていただくとすぐにお
分かりいただけるように、テキストは何ページもあるような分厚い教科書ではな
く、ガイドブックであり、クラスの基盤として使用するのみで、クラスはトレーナ	
ーがテキストの内容を補足する形で行われます。テキストには十分な余白があ
り、それぞれ重要な項目についての考えを自由に記入することができます。

持ち物は何が必要ですか？

筆記用具をご持参ください。

宿題はありますか？

はい、1日目終了後2日目のプレゼンテーションの準備があります。もう1つの宿
題としてコース終了後にテキストブック『カーネギー	心を動かす話し方　一瞬
で人を惹きつける秘訣』を読んでいただきます。

デール・カーネギーの文章は非常にわかりやすく、すぐに読める内容です。

コースの教材はいつ配布されますか？

最初のクラスでお渡しいたします。

クラスの人数は何人ですか？また、どのようなバックグラウンドを持った人
が受講しますか？

1クラスの最大催行人数は、通常14名です。

受講者の多くは20代後半から50代ですが、30代と40代が中心です。男女比は
男性が6、女性が4です。様々な業界にまたがる幅広い経歴の方が受講します。		

管理職に昇進してコミュニケーションスキルを高めたい方、チームの士気を高
めたい会社のオーナー、組織の顔であったり、メディアへの対応を迫られるリー
ダーの方もいます。経歴が多岐に渡るため経験や考え方も様々で、それがコー
ス全体の価値を高めています。企業の社長や経営幹部と並んで受講することも
珍しくありません。

クラスの開始に間に合わない場合、どうなりますか？

諸事情で時間どおりにお越しになれない場合もあるということは承知しており
ますが、できるだけクラスの開始に間に合うようにお越しいただけますようお願
いいたします。	クラスは全員が揃わなくても時間どおりに始まります。

終了するには何クラスに出席することが必要ですか?

すべてのセッションを終了した方に、修了証をお渡しします。クラスを欠席した
場合、補講が受けられる期間は2年間です。

開催場所はどこですか？

トレーニングの開催場所は、交通の便の良い東京都港区赤坂都道412号線  （通称 六本

木通り）の「ANAインターコンチネンタルホテル東京」の向かい側にあるハイ・パフォーマンス・セ

ンター赤坂で行われます。東京メトロ南北線「溜池山王」駅12番出口から徒歩2分、東

京メトロ南北線「六本木一丁目」駅　3番出口から徒歩4分でお越しいただけます。

コースが東京以外で開催されるときは、コース開始までに会場の詳細をご案内します。  

服装の決まりはありますか？

コースが平日に開催される場合はビジネス・ウェアのままお越しください。土曜日開催の

コースの場合は、ビジネス・カジュアルでお越しください。

クラスの時間はどのぐらいですか？

各モジュールは休憩をはさんで90分程度です。昼食時間は通常1時間です。クラスの

ペースが速いので、あっという間に時間が過ぎます。

デール・カーネギー・トレーニングにはどうやって問い合わせできますか？

お問い合わせは,、　03-4563-1963 にお電話をいただくか、または

contact@dale-carnegie.co.jp　宛てにEメールをご送信ください。


